
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東住吉小学校だより            令和６年９月３０日 

 

学校教育目標  

すなおな子 心やさしい子 やる気のある子 考える子 

学校だよりは 学校ホームページでもご覧いただけます。 

10月の行事予定 

1 火 朝会 

2 水 ５６年運動会係児童 

3 木   

4 金   

5 土   

6 日   

7 月 前期終業式 ６年オケ鑑賞 

8 火 
５年自然教室  

６年修学旅行前検診 巡カ 

9 水 ５年自然教室 

10 木 
５年自然教室 

用務員グループ作業 

11 金 
前期登校最終日 

（5年家庭学習日） 

12 土   

13 日   

14 月 スポーツの日 

15 火 川崎家庭と地域の日（学校閉庁日） 

16 水 
後期始業式 ２１研 

１年ドングリ拾い 

17 木 運動会全体練習 

18 金   

19 土 理科・社会科作品展 

20 日 理科・社会科作品展 

21 月 ５年円筒分水見学 

22 火 運動会全体練習 

23 水 ５年いいねサミット 

24 木 PTA運営委員会 

25 金 運動会前日準備 

26 土 運動会 

27 日 運動会予備日 

28 月 振り替え休日 

29 火   

30 水 １年校外学習 

31 木 お神楽鑑賞 縦割り遊び 

 

◆お知らせ◆ 

  
 通信票「のびゆくすがた」 
通信票「のびゆくすがた」を、１１日（５

年生７日）にお渡しします。担任印はなくな
りました。また、所見欄は後期に記載しま
す。ご自宅で保管してください。 
  
  ５年生八ヶ岳自然教室  
 ８日～１０日まで、５年生が八ヶ岳自然教
室に出掛け、星空観察、野外炊飯、クラフト
体験、キャンプファイヤー等を行います。 
 
「学校 e～ね★サミット全市交流会」  
 23 日グランツリー武蔵小杉 4 階スマイ
ルスクエアにて、5 年生の代表児童が「学
校 e～ね★サミット全市交流会」に参加し
ます。市内代表 8校（小学校 3校）が自校
の取組発表と、市長、教育長を交えた交流
会を行います。 
 
 運動会予備日について  
一部報道で 27日(日)に選挙と報じて

います。２6日(土)に運動会を開催できな
かった場合の予備日は、現在のところ予定
通り 27日(日)に行います。 
 
 学習発表会  
 学習発表会の日が決まりました。詳細は、
後日学年ごとにお知らせします。 
１年 12月 11日  ２年 12月 6日 
３年 12月 19日  ４年 12月 20日 
５年 12月 13日  ６年  2月 28日 
けやき級  2月 5日 

  
 １１月の主な行事予定  
 １日（金）校内授業研究会３年 
６日（水）特別支援教育研究会 

          けやき級地区授業研究会 
７日（木）・８日（金） 
２．３校時学校公開（授業参観） 

１２日（火）６年今井中授業部活体験 
１４日（木）PTAふれあい祭り 
２０日（水）２１日（木） 

６年日光修学旅行 
２６日（火）就学時健診 
２７日（水）校内授業研究会２・５年 

10月号 

本は心の栄養だ！ 
～読書離れは進んでいるのか？～ 

 
                              校長 片山 純子 
  
 ようやく秋の気配が感じられるようになりました。築山の彼岸花も花を咲かせ、藤
棚近くのイチョウの木の下には銀杏が落ち始めています。登下校で北門への道を歩い
てうっかり踏んでしまい、臭いを持ち帰ってしまった子ども達もいるのではないでし
ょうか。イチョウは、2 億年を生き残ってきた最古の木で「生きた化石」とも呼ばれ
ています。恐竜は、銀杏が大好きで、皮ごと食べていたようです。氷河期に恐竜と共
に絶滅しかけましたが、中国の一角で生き残ったただ 1 種類のイチョウが驚きの生命
力で世界中に広がり、現在に至ったといわれています。そして、一体なぜ、どうして
銀杏はそんな臭いを放つことになったのか・・・。不思議に思ったり、疑問を感じた
りしながら、子ども達の知りたい、調べたい気持ちが育っていってほしいと思いま
す。銀杏博士やたくさんの〇〇博士が現れるのを楽しみにしています。 
 
 さて、9 月 9 日～１３日まで、学校図書館で蔵書点検が行われました。学校総括司
書（杉山惠さん）学校司書（丸毛友紀さん）東住図書ボランティアの皆さんで 5 日間
かけて実施しました。現在、東住吉小にある図書総数は約 13,000 冊です。点検の結
果、そのうち 210 冊の紛失がわかりました。子ども達にも朝会でそのことを伝える
と、「えー！」と驚きの声を挙げていました。そして、うっかり返し忘れの本や買って
もらっていない本が本棚に置かれていないか、家や教室をもう一度確認してほしいと
話しました。来年の蔵書点検では、210 冊を０冊にしようと伝えています。 
  
 読書については、先月文化庁が、2023 年度の「国語に関する世論調査」（16 歳以上
の個人 6000 人を抽出）で、月に 1 冊も本を読まない人が 6 割を超えると公表しまし
た。「読書離れを顕著に示しており、国語力の養成に影響が出かねない」と文化庁担当
者は危機感を示しました。 
 一方、全国学校図書館協議会が毎年行っている「学校読書調査」（小４～高校生の調
査）では、１ヶ月に読んだ本の冊数は、小学生の平均は 12.6 冊で、10 年前に比べる
と２冊あまり増えていて、増加傾向にあります。これは、乳幼児期からの読み聞かせ
や読書体験、国語科で 6 年間を見通した「本はともだち」の単元の位置づけ、朝の読
書タイムの継続等、読書に興味が持てる取り組みを増やしていることなどが効果を生
んでいる可能性が考えられます。 
 10 月の生活目標は『本は心の栄養だ！』です。スマホやパソコン等で、簡単に情報
を入手できる現代ですが、読書は情報収集ツールとして、また思考力を深めて人格形
成をする上でも効果的であると言われています。大人も子どもも本を手に取り、心に
栄養をつける秋にしませんか。 
 


